
いちごドリルプリント

ことわざ(初級)プリント 月 日 名前

問1 「二度あることは三度ある」の意味はどれですか？
1. 二度あることは、三度目には必ず良
い結果になるということ

2. 二度失敗しても、三度目には必ず成
功するという教え

3. 一度あったことは二度、三度と繰り
返されることが多いということ

4. 同じことを三度繰り返すと、ようや
く身につくということ

問2 「井の中の蛙大海を知らず」の意味はどれですか？
1. 狭い場所でも工夫すれば快適に暮ら
せる

2. 井戸の中に住むカエルは海を見たこ
とがない

3. 狭い世界に閉じこもっていると、世
の中の広さを知らないままになる

4. 小さな場所で満足しているほうが幸
せである

問3 「一寸の（　）にも五分の魂」の（　）に入る言葉はどれですか？
1. 獣 2. 鳥 3. 虫 4. 魚

問4 「月夜に」に続く言葉はどれですか？
1. 月見 2. 提灯 3. 明かり 4. 散歩

問5 「雨降って」に続く言葉はどれですか？
1. 雨止む 2. 土固まる 3. 道固まる 4. 地固まる

問6 「花より」に続く言葉はどれですか？
1. 実 2. 景色 3. 餅 4. 団子

問7 「捕らぬ（　）の皮算用」の（　）に入る言葉はどれですか？
1. 猪 2. 狸 3. 兎 4. 狐

問8 「光陰矢のごとし」の意味はどれですか？
1. 月日が過ぎるのは矢のように非常に
早いこと

2. 時間は矢のようにまっすぐ進むもの
だということ

3. 光と影のように時間はあっという間
に過ぎること

4. 光のように速く走れば矢に当たらな
いこと

問9 「急がば（　）」の（　）に入る言葉はどれですか？
1. 走れ 2. 回れ 3. 戻れ 4. 進め

問10 「類は友を」に続く言葉はどれですか？
1. 呼ぶ 2. 作る 3. 探す 4. 集める

問11 「三人寄れば（　）の知恵」の（　）に入る言葉はどれですか？
1. 文殊 2. 観音 3. 天神 4. 釈迦

問12 「虎穴に入らずんば（　）を得ず」の（　）に入る言葉はどれですか？
1. 虎爪 2. 虎子 3. 虎牙 4. 虎皮

問13 「能ある鷹は爪を隠す」の意味はどれですか？
1. 実力がない人ほど自分を大きく見せ
ようとすること

2. 鷹は爪を隠すことで獲物を油断させ
ること

3. 鷹は獲物を捕まえる時に爪を隠すこ
と

4. 実力のある人は、それをひけらかし
たりしないこと

問14 「七転び八起き」の意味はどれですか？
1. 何度失敗しても、くじけずに立ち上
がって努力すること

2. 物事は七回目からうまくいくように
なる

3. 七回転んで八回起き上がるほど体が
丈夫だ

4. 何度も転ぶのは不注意であるという
戒め

問15 「情けは人の」に続く言葉はどれですか？
1. ためをなす 2. ためになる 3. ためを思う 4. ためならず

問16 「犬も歩けば」に続く言葉はどれですか？
1. 木に登る 2. 棒に当たる 3. 石に当たる 4. 壁に当たる

問17 「猿も木から落ちる」の意味はどれですか？
1. 猿のように身軽な人でも、高いとこ
ろからは落ちる危険がある

2. 失敗を恐れずに挑戦し続けることが
大切だ

3. どんなに優れた人でも、いつかは必
ず衰えていく

4. その道に優れた名人でも、時には失
敗することがある

問18 「百聞は（　）にしかず」の（　）に入る言葉はどれですか？
1. 一見 2. 一考 3. 一言 4. 一聞
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答え合わせ・解説

問1 答え 3
一度あったことは二度、三度と繰り返されるこ
とが多いということ

「二度あることは三度ある」は「一度あったことは二度、三度と繰り返されることが多いと
いうこと」という意味です。

問2 答え 3
狭い世界に閉じこもっていると、世の中の広さ
を知らないままになる

「井の中の蛙大海を知らず」は「狭い世界に閉じこもっていると、世の中の広さを知らない
ままになる」という意味です。

問3 答え 3
虫

「一寸の虫にも五分の魂」の「虫」の部分が入ります。 意味は「どんなに小さく弱い者で
も、それ相応の意地や考えがあるから侮ってはいけない」です。

問4 答え 2
提灯

「月夜に提灯」の続きは「提灯」です。 意味は「明るい月夜に提灯を下げても無駄である
ように、不必要なことのたとえ」です。

問5 答え 4
地固まる

「雨降って地固まる」の続きは「地固まる」です。 意味は「揉め事のあと、かえって前よ
りも良い状態になること」です。

問6 答え 4
団子

「花より団子」の続きは「団子」です。 意味は「風流や見た目よりも、実質的な利益や実
用性を重んじること」です。

問7 答え 2
狸

「捕らぬ狸の皮算用」の「狸」の部分が入ります。 意味は「まだ手に入っていない利益を
あてにして計画を立てること」です。

問8 答え 1
月日が過ぎるのは矢のように非常に早いこと

「光陰矢のごとし」は「月日が過ぎるのは矢のように非常に早いこと」という意味です。

問9 答え 2
回れ

「急がば回れ」の「回れ」の部分が入ります。 意味は「急ぐときほど、かえって遠回りの
ように見えても確実な方法をとるほうが結果的に早い」です。

問10 答え 1
呼ぶ

「類は友を呼ぶ」の続きは「呼ぶ」です。 意味は「似た者同士は自然と集まりやすい」で
す。

問11 答え 1
文殊

「三人寄れば文殊の知恵」の「文殊」の部分が入ります。 意味は「凡人であっても、三人
集まって相談すれば素晴らしい知恵が浮かぶものだ」です。

問12 答え 2
虎子

「虎穴に入らずんば虎子を得ず」の「虎子」の部分が入ります。 意味は「危険を冒さなけ
れば、大きな成果は得られない」です。

問13 答え 4
実力のある人は、それをひけらかしたりしない
こと

「能ある鷹は爪を隠す」は「実力のある人は、それをひけらかしたりしないこと」という意
味です。

問14 答え 1
何度失敗しても、くじけずに立ち上がって努力
すること

「七転び八起き」は「何度失敗しても、くじけずに立ち上がって努力すること」という意味
です。

問15 答え 4
ためならず

「情けは人のためならず」の続きは「ためならず」です。 意味は「人に親切にすれば、巡
り巡って自分に良い報いが返ってくる」です。

問16 答え 2
棒に当たる

「犬も歩けば棒に当たる」の続きは「棒に当たる」です。 意味は「何かをしようと行動す
れば、思わぬ幸運や災難に出会うことがある」です。

問17 答え 4
その道に優れた名人でも、時には失敗すること
がある

「猿も木から落ちる」は「その道に優れた名人でも、時には失敗することがある」という意
味です。

問18 答え 1
一見

「百聞は一見にしかず」の「一見」の部分が入ります。 意味は「人から何度も聞くより
も、一度自分の目で見るほうが確かである」です。


